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フィリピン諸語辞書完成近づく

●プロジェクトの発端

　私が、フィリピン諸言語を一つに束ねた辞書を編纂するという

考えに至ったのは、そうした各言語についてのフィールドワーク

を開始してまもなくのころであった。フィリピンには、100以上の

言語が存在するが、それらを一つの辞書にまとめるということは

非常に骨の折れる作業であるが、同時に望ましいことにおもえた。

　先ず、そのような辞書によってフィリピン諸語の類似点と相違

点とが容易に示される。また、諸語について音韻、語彙、形態的

な比較を行う際の情報資料として便利である。さらに、諸語の発

生過程を比較する際の資料として有効である。

　1973年のフィリピン憲法が、フィリピン諸語のなかのどれかひ

とつの言語ではなく、さまざまな言語を母体として国語を発展さ

せ採用すべきことを規定して以来、そのような辞書の編纂は、国

民国家の建設のために、なおさら意義深く緊要なこととなった。

そうした辞書は、国語の語彙を拡充し豊かにするために簡便な情

報源となる。それゆえ、100以上のフィリピン諸言語を一つの総合

的（混成的）な辞書に編纂することを目的とする「フィリピン諸

語辞書」と題した研究計画を、1986年にトヨタ財団に申請するこ

とにした。そして、幸いにも当申請は採択された。

　このプロジェクトの最初の作業は、辞書の見出し語として

20,000以上の英単語および英熟語の選定をすることであった。実

用的および技術的な理由から、見出し語は英語とすることとし

た。複数の英語辞書から見出し語を選定し、それらをリンガフラ

ンカ（共通語）としてフィリピン全土で理解され使用されている

国語のフィリピノ語に翻訳するという作業だけで、約半年を費や

した。次に、英語の見出し語は、4つの地域的共通語に、それぞ

れのネイティブ・スピーカー（話し手）により翻訳された。この

5言語の辞書は、100以上のフィリピン諸語の辞書を編纂するう

えで「準拠辞書(Eliciting Dictionaries)」の役割を担った。

●草稿作成までの長い道のり

　この5つの「準拠辞書」を編纂した後、当プロジェクトにとっ

て最も困難で時間がかかる作業が続いた。それは100以上のフィ

リピン諸語それぞれについて、辞書の完全な草稿を作成するとい

う長く退屈な作業である。この作業を所定の時間内で遂行するた

めに、それぞれの言語ごとに読み書きのできるネイティブ・ス

ピーカーもしくはインフォーマントを翻訳者とした。こうしたイ

ンフォーマントには、それぞれの言語の単語を、相当する音素に

よって記述する方法を教えた。それぞれの言語について、3人か

ら10人の翻訳者をお願いした。しかし、最終草稿の作成に際し

ては、それぞれ一人のインフォーマントによる確認作業が行われ

た。対象言語のうち半分以上については、首都マニラでイン

フォーマントを得ることができた。しかし、それ以外の言語につ

いては、多くの場合、話し手を探すために、きわめて遠隔な土地

に住んでいる彼らの居住地まで出かけてゆかなければならなかっ

た。時には、話し手をマニラまで連れてきて仕事をしてもらった

ことも多々あった。こうして、辞書編纂のために必要な全ての情

報は直接に話し手から集められた。

フィリピン大学教授

E.A.コンスタンティーノ
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●辞書の内容から

　以下は、今回の辞書編纂においての雛

形となる「英語－フィリピノ語辞書」の見

出し語に関する簡単な説明である。英語

による見出し語は、単語、熟語およびいく

つかの略語である。ただし、アルファベッ

ト文字、接頭辞、接尾辞そして連結詞と

いった単語の一部を構成するもの、短縮

形、名詞の不規則複数形、不規則動詞の過

去形・過去分詞形、固有名詞そして地名に

ついては、見出し語に含まない。各見出し

語の直後に、それぞれの品詞名を略語に

よって示している。

　品詞が複数ある見出し語については原

則として、それぞれの品詞毎に掲載して

いる。例えば：

fish,fish,fish,fish,fish, n FIL isdâ.

fffffish,ish,ish,ish,ish, v. FIL mangisdâ.

　しかし、例外として複数の品詞をまとめ

て掲載している場合もある。例としては：

female,female,female,female,female, adj.;n. FIL babae

extra,extra,extra,extra,extra, adj.; n. FIL ekstra; sobra; labis

　成句が見出し語の場合は、成句を構成

するうち最も重要な単語の直後にコロン

によって示す。例えば：

adulteradulteradulteradulteradultery:y:y:y:y: commit adulter commit adulter commit adulter commit adulter commit adulteryyyyy,,,,, FIL

makiapid; manga’lunyâ; mangaliwâ.

bath: take a bath,bath: take a bath,bath: take a bath,bath: take a bath,bath: take a bath, FIL maligo .

　複数の意味をもつ単語、成句はその意

味毎に見出し語として順番に掲載されて

いる。例えば：

bitch,bitch,bitch,bitch,bitch, n. 1. (a female dog) FIL

babaeng aso.

bitch,bitch,bitch,bitch,bitch, n. 2. (a spiritual woman)

FIL bruha.

　見出し語の中には、同義語について照

会しているものもある。例えば：

accedeaccedeaccedeaccedeaccede,,,,, v. See aaaaagggggeeeeeeeeee v. 2.

alligalligalligalligalligaaaaator peartor peartor peartor peartor pear,,,,, See aaaaavvvvvocadoocadoocadoocadoocado.

aaaaagggggrrrrreeeeeeeeee,,,,, v. 2. (be in accord) FIL

sumang-ayon/sang-ayunan

avocado,avocado,avocado,avocado,avocado, n. FIL avokado.

　英語の見出し語に対応するフィリピノ

語は、単語や成句となっている。しかし、

英語の見出し語のなかには、フィリピノ

語で相当する語彙が存在しない場合も多

い。英語の見出し語には、まず品詞を示

し、ついでそれに対応するフィリピノ語

（時には複数個）をFILという略語の直後

に記載する。英語見出し語に対応する

フィリピノ語が新しかったり、なじみが

薄かったり、借用語を提案している場合

には、その借用語の意味についての説明

がつけ加えられている。例えば：

computercomputercomputercomputercomputer,,,,, n. FIL kompyuter; isa’ng

elektronik na ma’kina’ na guma’gawâ ng

mga kalkulasyo’n, nagtitipon at nag-

a’anala’ys ng mga impormasyo’n, at

otomatiko’ng kumu’kontro’l ng mga

ma’kina’.

physics,physics,physics,physics,physics, n. FIL fisiks; sayans na tungko’l

sa mga kata’ngian, pagbabago,

interaksyo’n, etc. ng matter o bagay at

énerji.

molecule,molecule,molecule,molecule,molecule,  n.FIL mo’lekyu’l; pinakamalit

na pa’trtikel o sangka’p ng isa’ng

elemento o kompawnd na pwedeng

mag-isa’ ng libre at tagla’y pa ang mga

ka’tangian ng elemento o kompawnd.

　フィリピノ語の動詞は、「不定形」の形

で掲載している。ここでいう「不定形」と

は、フィリピノ語のgusto(ng)（英語のwant

(to)に相当する）の直後にくる形、もしく

はsana（英語のhoping、wishingに相当す

る）の直前にくる形である。英語での見出

し語が、フィリピン語では他動詞に相当す

る場合は、能動態および目的―受動態の両

方の不定形を斜線で分けて示している。こ

れは、フィリピノ語および他のフィリピン

諸語の動詞が、語幹に動詞を形成する接辞

が添加されて形成されるが、同じ語幹で

も、能動態を形成する接辞と目的―受動態

を形成する接辞とは、相互に入れ替えるこ

とができないからである。

　英語での見出し語に相当するフィリピ

ノ語の動詞が、能動態、目的―受動態だけ

ではなく方向―受動態の形をも有する場

合には、まずこの動詞が自動詞の場合は、

この自動詞のあとに、他動詞の場合は目

的―受動態のあとに、斜線で区別されて

書かれている。また、これら斜線で区別さ

れた動詞は、ひとつづつ切り離した形で、

ひとつの英語の見出し語に相当するもの

として用いられる。例えば：

aaaaapprpprpprpprpproacoacoacoacoach,h,h,h,h, v. FIL lumapit/lapitan

borborborborborrrrrrooooowwwww,,,,, v. FIL humira’m/hiramin/

hirama’n

　能動態、目的―受動態のうち複数の相

違する形が存在する場合は、コンマに

よって区別を行っている。例えば：

cook,cook,cook,cook,cook, v. FIL magluto’/lutuin, iluto

fffffetcetcetcetcetch wh wh wh wh waaaaaterterterterter,,,,, FIL mag-igib,umigib.

gggggo,o,o,o,o, v. 1. (move along) FIL pumunta’,

magpunta’

　辞書の最終稿では、各見出し語は、英語

の見出し語の後に各品詞の省略形が続く。

フィリピノ語による省略形をあらわすFIL

の後に、品詞の省略形、さらにその意味も

しくは注釈が続く。さらに、フィリピノ語

を示す省略形の後には、他のフィリピン

諸語による同義語が続く。こうした諸語

については、それらの省略形をアルファ

ベット順にならべている。例えば：

rice, n.l. (plant) FILFILFILFILFIL  palay. ABKABKABKABKABK  paray.

 ABLABLABLABLABL  pada’y. ADSADSADSADSADS ommo’y. AAAAAGTGTGTGTGT paray.

AKLAKLAKLAKLAKL  payay. ALN ALN ALN ALN ALN paray. AMBAMBAMBAMBAMB  pali.

AAAAATTTTTAAAAA paloy. BGKBGKBGKBGKBGK  page. BHDBHDBHDBHDBHD fayay.
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産業遺産データベースの完成と今後の課題

産業遺産データベース研究会　石田　正治

BKLBKLBKLBKLBKL  paroy. BLOBLOBLOBLOBLO  pagoy. BOLBOLBOLBOLBOL  pari. Etc..

●1999年末には出版へ

　フィリピンの135 の言語および方言を

対象とした各辞書の編纂は、1996年の末

までに完了した。1997年には必要な編集

作業が行われた。その後、対象となる135

の言語を一つにまとめ、その初稿が1998

年初頭にはできあがった。初稿の編集作

業は1998年の末、もしくは遅くても1999

年の 2 月末までには、終了する予定であ

る。そして「フィリピン諸語辞書」と題し

た辞書の出版は1999年の末までに完了予

定である。

　当「フィリピン諸語辞書」には、「紹介」

および「解説」編も用意する。「紹介」編

は、少なくとも以下の項目から構成され

る。(a)言語の同定、名称、使用地域、使用

人口数の推計、(b)言語の使用地域を示し

た地図、(c)言語の文法的説明。

　「解説」編では、英語の見出し語の形態

と、それに対応するフィリピン諸語の単

語の形態および書記方法と綴り方につい

て説明を加える。

●研究の端緒

　産業遺産データベースの必要性を最初

に提起したのは、筆者ではなかったかと

思う。今からちょうど10年前、1989年夏、

産業考古学会の北海道での全国大会で、

「産業遺産の調査とデータベースシステム

について」と題する研究発表をした。この

報告では「産業遺産に関するあらゆる情

報を収集・保有し、その情報を効率的に利

用できる形で維持するシステムの構築が

急務」としてコンピュータによる情報の

データベース化を提案していた。

　筆者の問題提起の背景は、産業遺産の

保存問題であった。それまでに愛知県で

はトヨタ財団の研究コンクールの助成に

より県内の産業遺跡・遺物の悉皆的な調

査が行われていた。その成果は『愛知の産

業遺跡・遺物に関する調査報告』としてま

とめられているが、この調査研究の過程

で大きな問題となったのは、失われよう

としている資料をどうしたら残せるのか、

ということであった。当時、まだこの種の

調査は全国的にはほとんど行われていな

い中で、保存に値する資料の歴史的価値

を見いだすのに大変苦労していた。該当

の資料が他に存在しない唯一のものであ

るのかどうか、最も古いものなのか、ある

イエンス・ミュージアムに類似の資料の

所在を問い合わせたところ、同じ型式の

水車を同博物館が保存していることと、

関係の文献を紹介する回答があった。こ

の迅速な回答を見ていて、情報のデータ

ベース化が必要であることを筆者は痛感

したのである。

●研究の経緯

　1990年５月、コンピュータによる産業

遺産データベース構築をめざして、産業

考古学会の有志により東京経済大学の内

田星美教授を研究代表者としてトヨタ財

団の研究助成に応募した。これが財団の

計画助成として認められ、同年11月「近

代日本の産業遺産のデータベースシステ

ムの構築」というテーマで研究が具体的

にスタートした。

　当時、コンピュータを利用したデータ

ベースシステムは、経営情報や科学技術

情報などを対象に構築・利用が進められ

ていたが、産業遺産を対象とするような

社会科学分野では、先例となるべき実績

のあるものは皆無の状況であった。

　一口に産業遺産のデータと言っても、

いは産業技術発展の

エポックメーキング

な資料なのかどう

か、といったことが

情報があまりにも不

足していて明確にで

きなかったのであ

る。

　愛知県内の産業遺

産調査で、めずらし

い型式の発電用プロ

ペラ型水車が見つ

かった（写真右）。こ

の調査で、イギリス

のロンドンにあるサ

テオドールベル型プロペラ水車

静岡県の朏島（みかづきじま）発電所にあったもの。現在は（株）トー

エネック、教育センターの玄関前に保存展示されている
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その包含する範囲は広く、資料の名称、所

在地、調査の写真、保存状態など、情報は

非定型でコンピュータでは扱い難いもの

である。一次情報の収集方法からデータ

の形式、加工、検索、利用の方法、あるい

は産業遺産という概念と枠組みについて

など、すべてについて全く新たな検討が

必要であった。

　初年度は、産業遺産データベースをめ

ぐる基本的な問題の検討から始めた。出

発点から課題は山積みの状況であったが、

この研究が成功すれば産業遺産の調査・

研究・保存・再活用に有用なデータベース

システムを構築できるばかりでなく、社

会科学や行政などの分野における類似シ

ステムの構築にも範として大きく役立つ

であろうことが期待されていた。

　多くの議論を経て、初年度研究では

データベースシステム構築に関する基本

的問題を、産業遺産の概念、その分類、

データの構造、調査とデータの収集・加工

に関する問題、コンピュータ化などの項

目でまとめている。

　第二年度は、「日本の産業遺産のデータ

ベースシステムの設計」として1992年 6

月にスタートした。初年度の研究の研究

成果を受け継ぎ、関連学会等の既存の

データの収集、ワーキンググループによ

る試行的な調査、コンピュータモデルの

仕様の再検討を行った。

　第二年度および初年度の研究成果は

「産業遺産データベースシステムの研究」

として中間報告書にまとめられ、関連で

日本機械学会特別員産業記念物調査の

3315件のデータもまとめられた。また、産

業遺産の概念など理論的な問題について

は、産業考古学会の1995年度全国大会(岐

阜)にて、特別セッション「産業考古学研

究方法論」として発表された。

  第三年度は、第二年度の研究課題を継

続し、特に、将来の全国的本格的な産業遺

産調査への足かがかりとなる地方の調査

組織づくりを支援することとし、東海、関

東、関西の他、九州と広島に組織をつくる

ことが進められた。また、産業遺産への関

心の高まりとともにはじまった通産省工

業技術院、研究産業協会の産業技術継承

調査、文化庁の県単位の近代化遺産総合

調査とも連携できる方法が検討課題と

なった。コンピュータ関係では、リレー

ショナルデータベースシステムの研究を

継続し、特に画像データの処理方法につ

いて重点的に研究することとした。

　第三年度は1994年から始まったが、こ

の研究と平行して、(財)中部産業活性化セ

ンターによる「産業遺産データベース構

築に関する調査」(研究委員長は中部大学

藤村哲夫教授)が同年10月からスタート

し、1997年 3月まで3年間にわたって研

究が実施された。筆者やトヨタ財団久須

美氏が委員としてこの研究に参加してい

たために、財団の研究と相互に補完する

ような形で研究が進められた。この研究

では、中部５県の博物館調査が行われ、

「中部地域における産業遺産の所在に関す

る博物館調査」としてまとめらた。また、

同研究では産業遺産データベースのイン

ターネット上での公開モデルの試作や、

産業遺産データベースの運用主体となる

産業技術系博物館や研究所の必要性につ

いて提言としてまとめている。

　第三年度の研究の完了とともに、1997

年10月より、10年にわたる研究の成果を

具体化する新たな『「日本の産業遺産」属

性・画像・地図データベースの開発』がス

タートした。この事業は、通産省が出資す

る情報処理振興事業協会(IPA)の委託を受

けた(財)マルチメディアコンテンツ振興

協会(MMCA)のマルチメディアコンテンツ

制作支援事業として認められたもので、

筆者の他に、(株)エイ・ワークス、情報環

境デザイン(株)、トヨタ財団、(株)地域計

画建築研究所、(株)知識計画、京都リサー

チパーク(株)のコンソーシアムによる。旧豊田紡績（株）本社工場の変電所建物

現在は産業技術記念館として公開
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インドネシアの助成対象を訪ねて

アシスタント ・ プログラム・ オフィサー　川崎恵津子

●「日本の産業遺産」属性･画像･地図

データベースの開発

　データベース開発の素材となる産業遺

産データは、産業遺産データベース研究

会の会員７名、筆者の他、天野、中住、大

橋、高橋、市野、永井の保有する撮影画像

である。約２万コマの撮影データを整理

し、資料の名称と撮影地、管理者、所有者

の属性を付した。整理されたコマは、固有

不変のＩＤが付けられてデジタルデータ

に変換された。

　素材データの整理作業と平行して、大

量のデジタル画像を効率よく処理するプ

ログラムの開発が行われた。Photo CD形

式の画像からJPEG形式の画像に一括変換

しながら自動的にデータベースに登録す

るツール、属性データと画像を容易に関

連付けるツール、登録された画像を視覚

的に分類するツールの３つの制作支援プ

ログラムが開発され、これらのソフト

ウェアは産業遺産データベース構築だけ

でなく、他の分野のデータベース構築に

も応用できる画期的なものである。

　1998年11月上旬、データベースとして

完成した画像データの分類作業が試みら

れた。研究者がイメージの共通なものを

グループ分けしてみたのである。例えば、

水車が写っている画像ばかりを集める、

といった作業である。画像数が数百の

オーダーになるとやや作業速度が遅くな

るという難点はあるが、画像ひとつずつ

にキーワードを付すといった作業に比べ

れば格段の高速化が図られている。いず

れにしても、これまでの研究で考えられ

なかったような新しい知見がこの画像多

義分類から得られるのではないかと期待

される。

●今後の課題

　去る11月5日から22日にかけてインド

ネシア若手プログラム報告会参加、およ

び国際助成プログラム、隣人をよく知ろ

うプログラムの案件発掘およびフォロー

アップを目的にインドネシアを訪問した。

　スハルト政権が崩壊し、ハビビ新政権に

移行して間もないインドネシアは昨年から

社会･経済･政治的に不安定であり、私のイ

ンドネシア滞在期間中にも首都ジャカルタ

で死者10人を越える騒乱が発生した。こ

の騒乱が地方にも波及した結果、安全性を

考えて、予定していたウジュンパンダン、

アンボン、マナドへの訪問は取りやめるこ

ととした。以下、インドネシアにおけるプ

ログラムのフォローアップ、および出張中

のインドネシアのバニュワンギ、ジャカル

タでの出来事について述べていきたい。

●インドネシアにおけるプログラムの

フォローアップ

　11月6日から7日にかけてインドネシア

若手プログラムの研究報告会がバリのデ

ンパサールにあるホテル･ブミアシジャヤ

において社会科学財団(Yayasan Ilmu Ilmu

Sosial)との共催によって行われた。参加

者は97年度のインドネシア若手プログラ

ムの助成対象者である、インドネシア各

地の大学で教鞭をとる講師レベルの若手

研究者、および彼らにアドバイスを行う

シニア研究者であった。開会式の後、2日

間かけて、土地問題･労働問題･宗教意識

問題･都市文化問題、の4つのグループに

分かれてそれぞれの研究成果の発表、

ディスカッションが行われ、シニア研究

者からのアドバイスがあった。私自身こ

のような報告会に出席するのは初めての

ことであり、プログラムを知るうえでも

助成対象者の研究報告および、彼らのプ

ログラムに対する意見を聞くよい機会で

あると思った。若手研究者との会話の中

で、なかでも、ジャワ島以外に住む研究者

にとっては多くの研究者と意見を交換す

る機会はこれまでほとんどなく、シニア

研究者からのアドバイスはとても貴重で

　1998年11月30日、「日本の産業遺産」属

性･画像･地図データベース開発は完了し

て、MMCAに納品となった。資料件数約7000

件、画像データは2万点余、地図データと

結び、資料の所在地が地図上で確認でき

るデータベースである。全国の産業遺産

データとはなっているが、中部の７名の

データであるので、中部圏にデータが

偏っているのは現状やむを得ないが、今

後は、各地の研究者の協力を得て、データ

を積極的に追加、補訂していくことが課

題である。

　また、データベース本体の管理・運用

の主体をどこに置くべきか、当面は産業

遺産データベース研究会が管理するにし

ても、今後早急に機関を決めなければな

らない。専門の研究所や博物館が望まし

いと考えられる。

　MMCAの事業で、検討されていたができ

ずに終わっているインターネット上での

産業遺産データベースの公開は、トヨタ

財団の研究成果発表助成により、近い機

会に実現される予定で作業が進んでいる。

多くの方々にこの産業遺産データベース

の活用を期待したい。
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交通機関が麻痺することが予想され、そ

の期間の現地調査に支障が出るのではな

いかという意見もあった。

　隣人をよく知ろうプログラムの助成対

象者との会合では、以下のような、経済危

機の出版界に与える深刻な影響が指摘さ

れた。具体的には一昨年前からの通貨危

機の影響で輸入に頼っていた紙代、イン

ク代が値上がりしたことによって、印刷

コストは通貨危機以前の3倍に上昇した

ことや、昨年の9月以降、対ドルあたりル

ピアのレートが最安値の2倍のルピア高

に転じたとはいえ、輸入品の価格は相変

わらず高値で推移しており、印刷費用も

値下がりしていないこと。一方、読者も経

済危機の影響で購買力が低下しており、

出版社にとっても本の価格を上げること

はできない状況にある。したがって、現在

のインドネシアの出版業界にとって、助

成金のもつ意味はより大きくなってきて

いる。

●インドネシアでの出来事

　ここで、今回のインドネシアの滞在中

におけるバニュワンギ、ジャカルタでの

出来事について話をしたいと思う。

バニュワンギ潜入

　1 0 月下旬東ジャワのバニュワンギで

「ニンジャ」と呼ばれる覆面をした集団が

「キヤイ」と呼ばれるイスラムの指導者を

殺害するという事件が多発していた。こ

の事件については犯人、犯行目的等、いま

だ不明な点が多く、真相は謎に包まれて

いる。この事件以降、バニュワンギ地方で

は10月下旬まで夜間の外出は規制されて

おり、その地域を通行するバスは止めら

れ、乗客の持ち物検査等が行われていた

そうである。

　助成対象者の一人であるハッサン･アリ

氏はこのバニュワンギ地方に住んでおり、

地方言語であるオシン語の辞書編纂作業

を行っている。昨年度もバニュワンギで

反華人暴動が起こっていたために前任者

も彼に会うことができずにいたこともあ

あるということだった。一方、シニア研究

者からは理論的枠組みがしっかりしてい

ない、焦点がはっきりしていない等、ここ

数年指摘され続けている研究上の問題点

が再度指摘された。98年度はインドネシ

ア若手プログラムの見直し期間になって

おり、今後の方針いかんでは、このような

報告会を実施するのは最後となる。しか

し、上述のようにインドネシア若手研究

者のレベルアップのためには、彼らの研

究ネットワークを促進するようなプロ

ジェクトが必要であることを実感した。

　国際助成プログラムの助成対象者との

会合では、ドルでの助成金額決定時のル

ピアは１ドル＝11600ルピアであったが、

11月現在のレートが１ドル＝7500ルピア

になり、実際に助成金を受け取る際には、

ルピアが目減りする結果となったために、

予定通りプロジェクトを実施できない可

能性があるということが多数の助成対象

者から指摘された。また、今年の6月に総

選挙が予定されており、選挙運動中には

▲インドネシア若手プログラム報告会の開会式でスピーチ

する筆者（右端）

▼報告会に出席したシニアおよび若手研究者
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り、安全な昼間にバリから海峡を渡って

日帰りで彼を訪問することに決めた。予

定では車を借りてバニュワンギに行く予

定であったが、出発の一日まえになって、

突然、海峡を車で渡ることはできないこ

とを知った。バニュワンギで氏は私の訪

問を心待ちにしているというのに急に

キャンセルするのは悪いと思い、私はバ

リから公共のバスに乗っていくことに決

めた。幸い、前日にその旨を伝えると、港

まで迎えに来てくれるとのことだったの

で、少しほっとした。インドネシア留学中

はいつも公共のバスを利用していたので、

バスに乗ることはなんとも思わなかった

が、仕事でとなると少し戸惑った。

　約4時間バスに揺られ、日本からの払い

下げのフェリーに乗り、港でバスを降り、

氏から指示のあった「白のスズキカブで

一番ぼろっちいやつ」を探し、無事迎えの

人に会い、上述の車で揺られること約1時

間、村にある氏の自宅に到着した。氏の自

宅は質素ながら緑に囲まれており、鶏を

飼っており、のんびりとした雰囲気で

あった。氏と約2時間半食事を交えながら

話をした後、再びバスで帰路につき、バリ

のホテルに辿り着いたのは既に夜の8時

を過ぎていた。朝ホテルを出てから14時

間経っていた。

　バニュワンギでは何事もなく、無事で

あったが、とても疲れた。しかし、バスの

旅はいろいろな地方の食べ物売りがいた

り、弾き語りの兄ちゃんがいたり、いろい

ろな人とおしゃべりができ、日本にはな

い面白さがあるので私は結構好きである。

また、インドネシア人の知り合いに「バ

ニュワンギにいったよ」と言うと皆一様

に驚いてくれる。その反応を見るのもま

た楽しい。仕事だがちょっとした冒険を

した気分であった。

ジャカルタの暴動

　私のインドネシア滞在中にインドネシ

アの特別国会が開催されており、その決

定事項に反対する学生によって毎日のよ

うにデモが行われていた。ちょうど11月

13日の夜に一般大衆も巻き込んだ国軍の

発砲事件が発生した。この事件は10人以

上の死者と多くの重軽傷者をだした。こ

の事件の2日後の日曜日に私はジャカル

タに行く予定をしていたので、不安を感

じた。しかし、インドネシア人の多数の意

見は「金曜日、土曜日にデモをしたらみん

な疲れて日曜日は休んでいてデモは起こ

らないから大丈夫。」というものだった。

その意見を信じて日曜日にジャカルタに

入ったところ、空港からジャカルタ市内

へ向かう高速道路はガラガラで、ショッ

ピングモールも閉店しており、まるで

ゴーストタウンのようだった。そして、彼

らの予言どおり、その日デモはなかった。

いかにもインドネシアらしいことである

ように思われた。

　その日と祝日であった17日火曜日を除

く毎日、昼すぎから学生によるデモが行

われ、通行止めや交通渋滞が発生し、また

ジャカルタの市内のいたるところに国軍

が待機しており、緊張した雰囲気がただ

よっていた。時間の変更はあったにせよ、

ジャカルタで予定していた人とすべて会

うことができたが、ジャカルタでの暴動

ののち日本への帰国指示があり、また一

部の地方都市でも暴動が発生したことも

あり、残念ながらアンボン、ウジュンパン

ダン、マナドへの訪問は取りやめること

となった。

　インドネシア出張中はいろいろな出来

事があったが、無事に日本に帰ってくる

ことができた。確かに現在のインドネシ

ア情勢は不安定である。しかし、そこに生

活する人がおり、トヨタ財団の助成を必

要としている人がおり、助成によって研

究が進行中である人がいるかぎり、現在

の状況を理由としてプログラムをなおざ

りにすることはできないと今回のインド

ネシア出張によって実感した。これから

もインドネシア情勢は目を離さず注意深

く見守っていきたい。

1998年度市民活動助成の

　　　応募結果について

　本年度の市民活動助成については、昨

年10月1日から11月30日までの公募（前

年度までは10月15日～12月15日）の結

果、 全体で263件の応募（97年度は183

件）が寄せられた。

　応募の総数としては、93年度の269件、

94年度の268件に次ぐ過去３番目の数と

なるが、それらの時期には公募を年２回

実施していたため、１回の公募で寄せら

れた応募数としては過去最多となる。

　テーマの面で目立ったものとしては、

環境教育、子育ておよび育児に関わる

ネットワークづくり、難病児とその親た

ちのためのセルフ・ヘルプ、障害を持つ

人々に関するピア・サポート、高齢者の介

護、在日外国人の支援、演劇・文化活動な

ど、大きくは子どもや人権に関わるもの

があげられる。

　また、去る12月1日から施行された特

定非営利活動促進法（通称NPO法）の影響

か、団体を法人化するための組織基盤の

整備、および、そのような団体に対する支

援をテーマとする内容が多くなったのも

今回の特徴と言えよう。

　今回の応募に関する選考作業はすでに

始まっており、最終結果については、この

３月中旬以降には決定する予定である。
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｢南方軍政の機構・幹部軍政官

一覧」

秦郁彦編

南方軍政史研究フォーラム刊

98年 12月　A4判　356頁　非売品

Food Supplies and the Japa-

nese Occupation in South-East

Asia

ポール・H・クラトスカ編

　マクミラン出版、ロンドン刊

ISBN0-333-68472-9

St.マーティン出版、ニューヨーク刊

ISBN0-312-21504-5

98年　B5判　270頁

わった軍人、民間人に聞き取り調査を行

い、その記録を公刊すること、そして(3)

それらの一次資料に基づいてフォーラム

のメンバーが個別研究を行い、マラヤ・シ

ンガポールにおける日本軍制の実態を多

面的に解明すること、等であった。

　本書は、その(2)の記録の公刊にあた

る。また、このフォーラムの活動に先立つ

インドネシアおよびフィリピン両フォー

ラムが編集した２冊のインタヴュー記録

の出版に続くものである。日本軍政期か

ら半世紀を経て、すでに関係者の多くの

方々が亡くなられているため、今回の聞

き取り調査の結果から日本軍政の全体像

を再現することはできない。しかし、当時

の日本軍政の実態を知る上での重要な実

証資料である。(Y.H.)

　本書には、1941年から1945年までの東

南アジアにおける日本占領期の食糧状況

を研究した東南アジア、日本、欧米の研究

者による9本の論文が収められている。

　東南アジアでは戦前には、すでに米を

余剰生産して輸出する地域と、もともと

土壌が生産に適さない等の理由から輸入

に頼っていた地域に分かれ、それら地域

間の輸送が地域全体の米の供給に重要な

役割を果たしていた。ここに収められた

論文は、日本軍政の取った政策が、米を中

心とした食糧供給にどのような状況をも

たらし、人々の生活にどのような影響を

及ぼしたかを、それぞれの地域ごとに、近

年公開され始めた当時の一次資料や

フィールド調査などを基に、詳細に分析

している。

　各論文が扱う地域によってその状況は

大きく異なるが、米穀統制と日本軍への

強制供出、米の輸送経路の寸断、軍票の発

行に伴う混乱などによって、東南アジア

全体に深刻な食糧危機がもたらされた点

は共通した指摘となっている。

　なお本書の論文は、1995年12月にシン

ガポールで開催された東南アジアの日本

占領期をテーマとしたシンポジウムの食

糧問題を扱ったセッションで発表された

のもを核に構成されている。

　東南アジアにおける日本占領期の研究

は、これまでその政治・権力構造に焦点を

当てたものが中心で、本書のようなその

社会の人々の生活に踏み込んだ研究は同

分野の研究の新境地を開くものである。

このシンポジウムの成果は今後も、大東

亜共栄圏下の民族関係などのいくつかの

新しい視点のテーマでまとめて、出版さ

れる予定である。(Y.H.)

　本書は、第２次世界大戦中日本が東南

アジアで敷いた南方軍政全般にわたる機

構と人事に関する資料集である。編者は、

「日本の英領マラヤ・シンガポール占領期

に関する資料調査」フォーラムのメン

バーで、その研究過程から、マラヤ・シン

ガポール地域のみでなく南方軍政の全地

域を対象とした本書の編纂を行った。

新刊紹介

｢インタビュー記録：日本の英

領マラヤ・シンガポール占領

（1941～ 1945年）」

「日本の英領マラヤ・シンガポール占

領期史料調査」フォーラム編

　龍渓書舎刊

98年 11月　B5判　687頁　¥11,000

ISBN4-8447-9480-9  C3031

　英領マラヤ（現在のマレーシア、シンガ

ポール）は、1941年12月から1945年8月

までの3年8ヶ月間、日本の軍政下に置か

れた。本書は、この日本軍政に関係した38

名（内、マレーシア、シンガポール国籍9

名）に行った聞き取り調査記録のうち23

編を収録したものである。

　調査を行った「日本の英領マラヤ・シン

ガポール占領期史料調査」フォーラムは、

マレーシア・シンガポールを研究対象と

している日本の研究者12名によって組織

され、1993年から1997年まで活動を行っ

た。その目的は、(1)マラヤ・シンガポー

ルの日本軍政期の研究を行う上で大きな

障害となっていた日本側の史・資料を収

集し、その目録を作成すること、また(2)

文書資料の欠如を補うために、軍政に関
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｢清末中国対日教育視察の研究」

 王　婉著

　汲古書院刊

98年 12.10　B5判、上製箱入　456頁

　¥8,000

ISBN4-7629-2626-4 C3022

　本書は著者の東大大学院における博士

論文をもとに刊行された。研究に際して

はトヨタ財団のほかに富士ゼロックス小

林節太郎記念基金、大和銀行アジア・オセ

アニア財団からも助成を得ている。

　本書の内容は、中国近代における日本

教育視察の歴史的展開過程を実証史料に

｢サバルタンの歴史　－インド

史の脱構築」

R.グハ/G.パーンデー/

P.チャタジー/G.スピヴァック著

竹中千春訳

　岩波書店刊

98年　A5判、360頁　¥3000

ISBN4-00-000902-8

　本書は、｢隣人をよく知ろう｣プログラム

の助成を受けて出版された。1982年から

85年にかけてオックスフォード大学出版

会から出版されたラナジット・グハ氏他

のサバルタン研究グループの著者達によ

　第1章では、南方軍政の概要として、軍

政要員について解説し、司法、宗教、鉄道

などの分野別の人事に関する特徴を述べ、

また地域別の軍政監部の組織・機構を概

説している。第2章では、主要幹部歴任表

を、また、第3章では主要軍政官一覧を掲

載している。本書が典拠としたデータは

司政長官、司政官、技師、軍政地教授など

の全員について発令記録を搭載した『官

報』『陸軍異動通報』『海軍司令広報』を軸

として、それに各省庁に保存されている

人事関係資料や元軍政官への問い合わせ

などによって補足・充実化を計っている。

東南アジアにおける日本軍政の研究を行

う上での基礎的資料として、その利用価

値は高い。(Y.H.)

もとづき克明に考察したもの。中国第

一歴史档案館および日本外務省外交資

料館所蔵の未公刊史料を中心に、視察

者らが残した「東遊日記」という一次

史料が考察の対象である。序章で研究

の課題と方法が述べられ、以下3部構

成で、第1部「清末中国人の日本遊歴

の諸段階と特異性」、第2部「対日教育

視察と中国近代学制成立への指標」、

る6本の論文を日本語訳した労作である。

｢サバルタン(Subaltern)｣とは聞きなれな

い言葉だが、イタリアの社会思想家グラ

ムシの概念に由来を持ち、階級、カース

ト、宗教、地域、言語、性別などの社会

秩序の下で差別・支配されている人々の

ことをさすという。グハ氏らは、この言

葉を手がかりにして下層民の目から見た

インド史を描こうと試みており、その歴

史像がエリートの手による正史と異なる

ものとなったのは言うまでもない。

　サバルタン研究の視角は、方法論上の

論争を巻き起こしながらも、｢ポスト・コ

ロニアリズム｣、｢ポスト・モダニズム｣な

どの思想的流れと結びついて、東南アジ

ア、東欧、中南米などの各地の研究に影

響を与えている。本書の刊行により、ア

ジアの一角に生まれて世界的な広がりを

見せている学派の全体像が日本に紹介さ

れることになったのは喜ばしい。複雑な

内容を持つ文献だが、訳者の竹中千春氏

と編集者の小島潔氏との入念な共同作業

のおかげで、文体は明晰である。(S.H)

▲資料の一例（軍政機構図）

第3部「学制の地方浸透と対日教育視察」

となっている。巻末には「清末中国対日視

察者一覧表」と「清末対外視察関係略年

表」が収録されている。

　清末教育改革には、日本教育の影響が

大きく働いていたことがほぼ定説になっ

ているが、これを媒介した視察者の系統

的な研究はこれまでほとんど行われてい

なかったという。著者の研究はこの空白

を埋めるもので、従来の定説が清末教育

改革を「日本を介して西洋に学ぶ」として

きたことに疑問を呈している。すなわち、

清政府が日本に学ぼうとしたのは、日本

が西洋の近代教育システムを「伝統文化」

に齟齬なく、しかも急速に接合し得た、ま

さにその成功の秘訣であったというのが

著者の考えである。(M.K.)



10

THE TOYOTA FOUNDATION REPORT No.86

　トヨタ財団WEBサイトが10月よりオー

プンしたことは本紙前号でご紹介した。

今回は、立ち上げ後3ヶ月間の利用状況に

ついてアクセス記録から分析してみた。

●利用の概況

　対象とした期間は、1998年 10月 25日

(日)から1999年 1月 23日(土)までの13

週である。この間の訪問者総数は2193人

で、その延べ訪問回数は2815回であった。

繰り返し訪問する人がいるため回数は人

数を上回る。1日の平均訪問数は31回と

なる。訪問者がページを繰る回数はリク

エスト数としてカウントされるが、その

総リクエスト数は18636件であった。つま

り、訪問者は平均して6ページ以上はペー

ジをめくってみた勘定になる。入り口だ

け見て逃げられることはなかったという

ことでまずは一安心。

　13週間の週別の訪問数を図に示す。WEB

立ち上げ時に訪問数が増加し、12月は年

末に向けて減少している。おそらく大学

が休みに入っていることも影響している

のであろう。1月は再び増加している。今

後どのように変化していくのかは現時点

ではなんとも予測しかねる。

　アクセス記録からは訪問者の発信元に

ついて国や地域などのおおまかな特定が

できる。訪問数2815件中685件(24%)は不

明であるが、これを除いて多いのが日本

1094件(39%)、ついでアメリカ756件(27%)

であった。ただし、アメリカの数値はドメ

イン名のCOM、NET、EDU、ORG、ARPA、GOV、

USなどを集計したもので、一部カナダな

どが含まれている可能性はあるという。3

位はインドネシアの46件、4位はタイの42

件、5位がイギリス28件で、これ以降は20

件以下が続く。例年の研究助成の応募で

は中国、韓国が突出しているのだが、WEB

については韓国から 7 件のアクセスが

あったのみで中国はゼロであった。その

他、フィンランドからたった一人で165回

ものリクエストを出している特異なケー

スも見られた。発信元の国数では延べ40

ｶ国以上に及んでいた。

　また、訪問数の多い組織についてみる

と、プロバイダーの名前とならんで東京

大学27件、大阪大学12件、早稲田大学11

件など、いくつかの大学が目に付く。

　内容的にどのページが参照されている

かも知ることができるが、やはり多いの

は日・英語とも、助成金ガイドラインの

ページであった。さらに過去の助成対象

のデータベースにもよくアクセスされて

いる。研究助成や活動助成の応募要項も

参照時間の長さから、よく読まれている

ことがわかった。逆に、トヨタ財団その

ものの組織紹介についてはあまり参照さ

れていない。このあたりはサイト設計者

の意図通りの利用状況であった。

●アンテナとしてのWEBサイト

　これまで財団では研究助成や市民活動

助成などの応募状況やその際のアンケー

トなどを通じて財団の助成金情報の浸透

度を推測してきたが、WEBのアクセス記録

は、リアルタイムで「マーケット」の反

応を知るためのアンテナになるのではな

いかというのが分析をしてみての感想で

ある。

　一方、アクセス記録とは別に、WEB管理

者宛のメールも従来の手紙による打診と

は多少趣の異なる情報ソースとなった。

これまでのところ件数は月に 10 通程度

で、当初、メールの洪水に怯えていたほ

どのことはなくほっとしている。メール

の中には、新しい自動車部品を開発した

ので買ってほしいなどというお門違いの

WEBサイトの利用状況について
www.toyotafound.or.jp

プログラム・ オフィサー　久須美雅昭

図　トヨタ財団WEBサイト訪問者数推移
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国際シンポジウム　11月札幌で開催

「現代アジア社会における
　　　　　　　　　民主主義と文化の問題」

プログラム・ オフィサー　田中恭一

　トヨタ財団は、去る11月14日(土)、15

日(日)の両日、北海道大学文学部歴史文

化論講座との共催により、国際シンポジ

ウム「現代アジアにおける民主主義と文

化の問題」を同大学文学部会議室で開催

した。

　20世紀も終わりを告げようという今日、

デモクラシーに優る政治体制は他にはあ

りえないように思われる。特に、西欧世界

で誕生した「リベラル・デモクラシーの地

球規模での優越」の結果、社会主義的デモ

クラシーとそれを対比する考え方、議論

も冷戦の終結後ほとんど影をひそめた。

しかし、一方ではアジアの一部政治指導

者による「アジア的価値」の主張等、西欧

流の民主主義と個別文化的背景とのズレ

を指摘する声も聞かれる。また、アメリカ

の政治学者ハンティングトン著による

「文明の衝突」をめぐる議論も活発になっ

てきている。

　当シンポジウムでは、特に激しい変化

のなかにあるアジアの諸社会を対象に、

文化と民主主義の関係について、異なる

学的分野から改めて検討を行った。

　2日間にわたるプログラムは3人の国際

的に活躍する識者による基調講演で始

まった。先ず、ハーバード大学教授のヌー

ル・ヤルマン氏(Nur Yalman、文化人類

学) によるAsian Values? Is Second Rate

Democracy “bon pour l’orient”- O.K. for

Asia?　と題した報告で始まった。次に、

アジア建築家協会会長のウイリアム・リ

ム氏(Wiliam Lim、建築家・シンガポー

ル)の報告Asian Values and Democracy

of the Other が続いた。最後の報告は、デ

リー社会開発発展研究所前所長のアシ

ス・ナンディ氏(Ashis Nandy、インド)

によるImages of the Indian Stateであっ

た。

　以上 3 つの基調講演を受けてパネル・

ディスカッション「民主主義と異文化の

共存」がもたれた。東京工業大学教授の

橋爪大三郎氏（社会学）、東京大学教授の

藤原帰一氏（政治学）、北海道大学教授の

山口二郎氏（政治学）が先の３者ととも

にパネリストとして参加した。なお、司

会は北海道大学教授の梶原景昭氏（文化

人類学）がつとめた。

　なお、当シンポジウムは、1995年度ト

ヨタ財団研究助成プロジェクト「アジア

諸社会における文化とデモクラシー」（代

表：梶原景昭・北海道大学文学部教授）の

研究成果をベースに企画されている。こ

のため、シンポジウム2日目は各助成研究

の成果報告にあてられた。

　80名を超える参加者により、フロアも

含めて熱心な議論がくりひろげられた。

シンポジウムの当初の目的であった「民

主主義が名実ともに、文化や国家の境界

を越えて、真の『間文化システム』とし

て展開するための方途を探る」ことにつ

いては、特に具体的な結論めいたものは

得られなかったと思う。しかし、各参加

者が「民主主義」を再度自問する契機と

なったものと満足している。

ものも予想通りあったが、卒論で財団の

ことを調べている学生からの問い合わせ

などもあり、インターネットによる情報

のすそ野の広がりを感じさせる。

　さらにアンテナとしてのWEB サイトと

いう考え方は、助成金を探している人の

側からもいえるだろう。トヨタ財団に限

らず、最近では独自のサイトから情報発

信を行う財団が増えてきた。助成財団セ

ンターが把握しているだけでも既に170

以上の財団がサイトを公開している。

　また、この3月以降、助成財団センター

自身でもサイトを開くべく準備が進めら

れている。センターのサイトでは、800以

上の助成財団の概要データベースと、年

間7千件以上の助成対象レコードのデー

タベースが自由に検索できるようになる。

これが公開されればセンターと当財団と

のリンクによりアクセス数増加に相乗効

果があらわれるものと期待される。

上は、トヨタ財団WEBサイト上の特別企画と

して現在準備が進められている「産業遺産

データベース」のメニュー画面（本誌３～５

頁参照。公開時までには若干の変更の可能

性もある）。
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編集後記

◆フィリピン大学のコンスタンティーノ

教授から、完成間近のフィリピン諸語辞

書についてご多忙の中、長文の寄稿をい

ただきました。財団ではかつていくつか

の辞書編纂プロジェクトに助成した経験

もありますが、中には中断したものもあ

り、完成すること自体大変なことと思い

ます。予定通りの刊行をお祈りします。

◆石田先生には産業遺産データベースに

ついてご紹介頂きました。こちらも10年

以上の歳月をかけてようやく形が見えて

きたものです。近日中に財団のWEBサイト

を通じて公開いたしますので、ぜひご覧

ください。

◆また、石田先生の文中で紹介された大

量画像資料を整理・分析することができ

るAlbum Tools は、目下、パッケージソ

フト化の準備が進められています。内容

にご関心をお持ちの方は財団の久須美ま

で詳細をお問い合わせ下さい。

◆財団の川崎から国際部門オフィサーの

仕事の一端をご紹介しました。財団の仕

事は外から見えにくいといわれています

が、ご理解いただく上で多少なりとも参

考になれば幸いです。

◆年末年始にかけて、数年前にDOS版で開

発した財団の会計プログラムなどをWin-

dows版に書きかえる作業をしました。自分

で書いたプログラムであるにもかかわら

ず、数年前の私はもはや赤の他人というく

らい、さっぱりわからず難儀しました。

　研究助成Ａは個人で行う研究に助成す

るもので、主に若手研究者を採択するよ

う意図している。昨年７月の選考委員会

でも選考委員より貴重な助言と感想をい

ただいた。中でも以下の３点については

その後事務局でも検討を行った事項とし

て、紹介しておきたい。

　一つ目は申請者の研究業績をどう捉え

るかという問題である。「博士課程後期で

業績がないのは力量不足と判断する」と

の意見もあれば、「学年が一つ違えば業績

や力量に差が出ることもある。それに業

績そのものをどの程度信用するのか」と

いった指摘もあった。業績を申請者のポ

テンシャルを知るための一助とすること

に問題はないと思われるが、それをいか

に選考に反映させるかという判断は今後

の課題であろう。本年度の選考は従来の

とおり、研究業績は参考程度にとどめ、申

請内容そのものを重視して行われた。

　二つ目としてあげられるのは採択者の

年齢が若干高いのではないかということ

である。確かに三十代が二十代の採択者

より多くなっている。若手にチャンスを

与えるという趣旨からはずれるのではな

いかとの危惧もあるが、研究内容の高度

化を思えばそれもうなずける。また、一度

社会に出てから大学院に入学する人が増

えているため、採択者の実年齢は高くて

も、アカデミック・エイジ（研究歴）はさ

ほど高くないように思われる。

　三つ目の指摘は、早速来年度の研究助

成に反映させることにした。それは若手

研究者にとって主要な研究資金源となっ

ている学術振興会特別研究員との重複の

問題である。事務局側としても学振との

重複はなるべく避けるよう迅速に対策を

練る必要があると考えた。

　ただ、優秀な人材は特別研究員になる

可能性が高い。特別研究員を候補からは

ずすということは優秀な人材を落とすこ

とを意味するかもしれない。中には豊富

な研究費を持っているとはいえ、その内

容の良さから援助する必要性の高いケー

スもあるだろう。もちろん特別研究員以

外で、優秀な申請が多ければ問題はない。

当面はその重複の実態について明らかに

することが課題であろう。

　そのため来年度の申請書は少し修正し

て、他から得ている研究費の書き込み欄

を充実させることとした。他から得てい

る研究費や学術振興会との重複を知るこ

とによって、研究申請の動向を把握した

い。それがすぐに選考に影響するか分か

らないが、今後の研究助成の方向付けに

一役買ってくれるはずである。

　また、改案による諸々の準備や申請数

の増加を考慮して、来年の応募期間を短

縮し5月20日までとする予定である。申

請者には迷惑かもしれないが、より質の

高い選考を期すために、ご了承願いたい。

研究助成Ａの研究助成Ａの研究助成Ａの研究助成Ａの研究助成Ａの

改定検討について改定検討について改定検討について改定検討について改定検討について

トヨタ財団研究員：川野祐二


